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平
成
二
十
三
年
度
第
二
回
評

議
員
会
は
、
秋
山
佳
弘
副
議
長

　

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
（
会
長　

古
橋
博
美
）
は
、
去
る
三
月
十
七
日
（
土
）
午
前
十
一
時
よ
り
日
本
歯
科
技
工
士
会
館

（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
に
お
い
て
平
成
二
十
三
年
度
第
二
回
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
古
橋
会
長
は
、
昨

年
四
月
か
ら
の
懸
案
解
決
に
向
け
た
進
捗
状
況
報
告
を
行
い
、
年
度
を
跨
ぐ
懸
案
に
つ
い
て
、
今
後
も
推
し
進
め
て
い
く
こ

と
で
評
議
員
の
理
解
を
求
め
た
。
次
い
で
議
案
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案
・
平
成
二
十
四
年
度
活
動
方
針
承
認
の
件
、
第

二
号
議
案
・
平
成
二
十
四
年
度
予
算
承
認
を
求
め
る
件
、
第
三
号
議
案
・
会
員
管
理
及
び
会
費
納
入
規
程
一
部
改
正
の
件
、

第
四
号
議
案
・
役
員
選
挙
規
程
一
部
改
正
の
件
、
第
五
号
議
案
・
旅
費
規
程
一
部
改
正
の
件
は
賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
第
六
号
議
案
・
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件
で
は
、
次
期
会
長
に
古
橋
博
美
氏
（
静
岡
）
が
、
監
事
に
重

松
大
三
郎
氏(

茨
城)
・
宅
見
満
氏
（
兵
庫
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
第
二
回

評
議
員
会
開
催
に
当
た
り
ま

し
て
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
三
月
十
一
日

に
日
本
歯
科
技
工
士
会
の
代

議
員
会
に
お
い
て
皆
様
方
の

多
く
の
御
支
持
を
い
た
だ
い

て
、
当
時
の
規
約
で
連
盟
会

長
も
拝
任
致
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
本
会
と
一
体
的
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
問
題

解
決
を
図
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
皆
様
方
の
御
支
持
を
頂

き
な
が
ら
役
職
員
一
体
と
な

っ
て
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

皆
様
方
に
お
約
束
し
た
こ

と
は
、
日
本
歯
科
技
工
士
会

を
公
益
社
団
法
人
と
し
て
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既

に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
知
ら
せ

を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
政
上
の
手
続
と
関
係
者
間

の
合
意
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
て
国
会
で
法
律
改
正
を
す

る
段
階
ま
で
来
ま
し
た
。

　

歯
科
技
工
所
の
制
度
整
備

の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
御

案
内
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
幾
つ
か
の
通
知
群
を
本

年
度
中
に
発
出
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
行
政
的
な

手
続
と
立
法
的
な
手
続
の
関

係
で
ど
う
し
て
も
年
度
を
跨

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
あ

る
い
は
、
厚
生
労
働
科
学
研

究
で
調
査
し
た
結
果
を
省
令

改
正
に
反
映
さ
せ
た
い
と
い

う
手
続
上
の
問
題
が
あ
っ
て
、

来
年
度
の
前
半
に
こ
の
手
続

を
完
了
す
る
と
こ
ろ
ま
で
や

っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
年
度
前
半
で
お

約
束
し
た
こ
と
を
完
結
さ
せ

る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
そ
の

上
に
立
っ
て
新
た
な
課
題
を

整
理
し
て
対
応
し
て
い
く
と

い
う
非
常
に
重
要
な
評
議
員

会
で
す
の
で
、
高
い
次
元
で

の
ご
議
論
を
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
冒
頭
の

ご
挨
拶
と
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

致
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
二
月

十
日
に
総
理
大
臣
宛
に
答
申
が

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
三

月
二
十
二
日
に
認
定
書
を
頂
き
、

予
定
ど
お
り
四
月
一
日
登
記
で

公
益
社
団
法
人
日
本
歯
科
技
工

士
会
が
新
た
な
歴
史
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
に
係
る
製

作
技
工
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
整
理
を
す
る
こ
と
も
お
約
束

致
し
ま
し
た
。
所
定
点
数
に
つ

い
て
、
歯
科
関
係
者
が
意
識
を

共
有
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
歯
科
医
師

会
と
も
お
話
を
し
て
、
所
定
点

数
の
共
有
資
料
を
作
成
致
し
ま

し
た
。
今
期
の
診
療
報
酬
改
定

で
、
後
ほ
ど
詳
し
く
お
話
致
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
所
定
点

数
の
う
ち
二
十
二
項
目
の
増
点

を
致
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
三
十
年
ほ
ど
停

滞
し
て
お
り
、
軌
道
に
乗
ら
な

か
っ
た
歯
科
技
工
士
の
全
国
統

一
試
験
の
問
題
に
つ
い
て
も
、

都
合
六
回
、
関
係
者
が
集
ま
っ

て
、
意
見
交
換
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
、打
ち
合
わ
せ
会
等
々

旨
別
掲
）
に
移
っ
た
。

　

そ
の
後
議
長
は
議
案
の
審
議

に
入
る
旨
を
議
場
に
宣
し
、
第

一
号
議
案
・
平
成
二
十
四
年
度

活
動
方
針
承
認
を
求
め
る
件
、

第
二
号
議
案
・
平
成
二
十
四
年

度
予
算
承
認
を
求
め
る
件
が
執

行
部
よ
り
一
括
で
上
程
さ
れ
た
。

　

第
一
号
議
案
は
東
賢
副
会
長

に
よ
り
、
七
項
目
に
わ
た
る
活

動
方
針
が
挙
げ
ら
れ
、
説
明
が

加
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
古
橋

会
長
よ
り
会
務
進
捗
状
況
に
つ

い
て
詳
細
な
補
足
説
明
が
行
わ

れ
た
。

　

第
二
号
議
案
は
、
国
府
田
知

生
副
会
長
よ
り
、
今
回
の
予
算

は
、
本
連
盟
の
会
計
年
度
を
、
政

治
資
金
規
正
法
で
定
め
る
収
支

報
告
時
期
（
一
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
）
に
改
め
る
た
め
、

本
年
四
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
予
算
で
あ
り
、

全
体
的
に
少
な
く
な
っ
て
い
る

旨
が
説
明
さ
れ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
質
疑
応
答
に

移
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
評
議

員
の
挙
手
を
求
め
た
（
質
疑
応

答
要
旨
別
掲
）。

　

そ
の
後
議
長
は
採
決
に
入
る

旨
を
議
場
に
告
げ
、
採
決
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、第
一
号
議
案
、

第
二
号
議
案
と
も
賛
成
多
数
に

よ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
、
第
三
号

（
徳
島
）
の
氏
名
点
呼
か
ら
始
ま

り
、
評
議
員
定
数
六
十
名
に
対
し
五
十
八
名
の
出
席
を
確
認
し

（
後
刻
二
名
到
着
も
確
認
）、
議

長
に
報
告

さ
れ
た
。

　

こ
れ
を

受
け
、
黒

田
文
彦
議

長
（
富
山
）

が
、
日
技

連
盟
規
約

に
基
づ
き

開
会
を
議

場
に
宣
言

し
た
。

　

次
い
で

議
長
は
、

議
事
録
署

名
人
の
選

出
方
法
を

議
場
に
諮

っ
た
。
そ

の
結
果
、

議
長
に
一

任
さ
れ
、

齋
藤
博
夫

評
議
員（
山

形
）、
松
下

清
松
評
議

員
（
愛
媛
）

が
指
名
さ

れ
、
両
評

議
員
受
諾

後
、
古
橋

博
美
会
長

の
挨
拶（
要

議
案
・
会
員
管
理
及
び
会
費
納

入
規
程
一
部
改
正
の
件
、
第
四

号
議
案
・
役
員
選
挙
規
程
一
部

改
正
の
件
、
第
五
号
議
案
・
旅

費
規
程
一
部
改
正
の
件
の
一
括

上
程
を
執
行
部
に
求
め
た
。

　

時
見
高
志
理
事
長
よ
り
、
第

三
号
議
案
及
び
第
四
号
議
案
は
、

前
回
評
議
員
会
時
に
連
盟
規
約

の
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
う

条
文
番
号
の
移
動
と
文
言
の
修

正
で
あ
る
旨
、
第
五
号
議
案
は

文
言
の
修
正
で
あ
る
旨
の
説
明

が
あ
っ
た
。ま
た
、関
連
し
て
、報

告
事
項
で
あ
る
“
懲
罰
審
査
委

員
会
施
行
細
則
等
一
部
改
正
に

つ
い
て
”
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

議
長
は
三
本
の
議
案
の
質
疑

応
答
を
議
場
に
求
め
た
が
、
評

議
員
か
ら
の
質
疑
は
な
く
、
直

ち
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
第

三
号
議
案
・
第
四
号
議
案
・
第

五
号
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
承
認
さ
れ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
、
第
六
号
議

案
に
入
る
前
に
、
協
議
事
項
と

報
告
事
項
を
先
に
行
う
旨
を
議

場
に
告
げ
、
協
議
事
項
の
説
明

を
執
行
部
に
求
め
た
。

　

協
議
事
項
の
第
二
十
三
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
古
橋
会
長
よ
り
、
日

本
歯
科
医
師
連
盟
の
動
向
も
見

据
え
、
も
う
少
し
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
段
階
で
評
議
員
会
に

諮
り
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
、
報
告
事

項
の
報
告
を
執
行
部
に
求
め
、

時
見
理
事
長
よ
り
、
歯
科
技
工

所
の
開
設
届
整
備
推
進
事
業
に

関
し
て
手
順
も
含
め
説
明
報
告

が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
、
第
六
号
議

案
の
提
案
を
執
行
部
に
求
め
、

藤
原
俊
彰
副
会
長
よ
り
、
任
期

 

会
長
選
挙
で
古
橋
氏
を
選
任
！

 

会
長
選
挙
で
古
橋
氏
を
選
任
！

監
事
選
挙
で
は
重
松
氏
・
宅
見
氏
が
当
選

満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件
が

上
程
さ
れ
た
。

　

議
長
は
、
こ
れ
よ
り
昼
食
休

憩
に
入
る
旨
、
十
二
時
四
十
五

分
よ
り
議
事
を
再
開
す
る
旨
を

議
場
に
告
げ
た
。

　

十
二
時
四
十
五
分
よ
り
議
事

が
再
開
さ
れ
、
議
長
は
議
場
閉

鎖
を
議
場
に
告
げ
、
会
場
閉
鎖

を
行
っ
た
。

　

次
い
で
議
長
は
選
挙
立
会
人

の
選
任
を
議
場
に
図
っ
た
。
そ

の
結
果
、
議
長
一
任
と
な
り
、

会
長
選
挙
立
会
人
に
狩
野
二
三

夫
評
議
員
（
北
海
道
）・
藤
田
誠

司
評
議
員
（
香
川
）、
監
事
選
挙

立
会
人
に
藤
田
一
朗
評
議
員
（
広

島
）・
竹
之
内
泰
巳
評
議
員
（
鹿

児
島
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
議
長
は
、
工
藤
晃
一

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
（
神

奈
川
）
に
経
過
説
明
を
、
細
谷

義
治
選
挙
管
理
委
員
会
副
委
員

長
（
埼
玉
）
に
選
挙
方
法
の
説

明
を
求
め
た
。

　

続
い
て
、
会
長
選
挙
候
補
者
、

監
事
選
挙
候
補
者
の
順
に
演
説

を
行
い
、
選
挙
が
行
わ
れ
た
（
選

挙
結
果
別
掲
）。
そ
の
結
果
、
会

長
選
挙
は
古
橋
博
美
氏
（
静
岡
）、

監
事
選
挙
は
重
松
大
三
郎
氏
（
茨

城
）・
宅
見
満
氏
（
兵
庫
）
が
当

選
し
、
議
長
よ
り
当
選
の
承
認

が
議
場
に
諮
ら
れ
、
拍
手
多
数

に
よ
り
当
選
が
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
、
選
挙
管

理
委
員
長
に
「
当
選
証
書
」
授

与
を
求
め
、
委
員
長
よ
り
当
選

者
に
当
選
証
書
の
授
与
が
行
わ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
よ
り
議
場
整

理
の
た
め
五
分
休
憩
が
議
場
に

告
げ
ら
れ
、
五
分
後
に
再
開
が

宣
言
さ
れ
た
。

　

議
長
は
、
役
員
選
任
に
つ
い

て
は
新
会
長
に
一
任
す
る
こ
と

を
議
場
に
諮
り
、
全
会
一
致
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
木
下
英
志
評

議
員
（
岡
山
）
の
発
言
を
認
め
、

木
下
評
議
員
か
ら
、
今
秋
開
催

さ
れ
る
日
本
歯
科
技
工
学
会
学

術
大
会
の
告
知
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
未
説
明
の
資
料
の

説
明
が
執
行
部
よ
り
行
わ
れ
、

平
成
二
十
三
年
度
第
二
回
評
議

員
会
は
閉
会
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
第
二
回
評
議
員
会

平成23年度第2回評議員会
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を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
特
別
予

算
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

●答　

こ
の
大
事
な
時
局
に
組
織

が
、
中
央
・
地
方
一
体
と
な
っ

て
活
動
す
る
と
い
う
共
通
意
識

だ
と
受
け
と
め
る
。
活
動
推
進

費
と
し
て
交
付
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
活
動
実
態

に
合
わ
せ
て
地
方
と
本
部
と
一

体
に
な
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と

の
推
進
費
用
交
付
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

●問　

東
日
本
大
震
災
後
交
付
し
た

県
技
裁
量
等
交
付
金
に
つ
い
て

の
決
算
書
も
社
員
総
会
時
に
提

出
し
て
ほ
し
い
。

●答　

四
県
技
と
も
決
算
書
を
出
せ

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
整
え

て
資
料
化
し
た
い
。

●問　

連
盟
賛
助
会
員
の
会
費
は
初

回
だ
け
頂
く
と
認
識
し
て
い
る

が
ど
う
か
。

●答　

連
盟
賛
助
会
員
の
会
費
だ

が
、
こ
れ
は
各
県
技
連
盟
で
集

め
て
、
各
県
技
連
盟
の
活
動
費

と
す
る
の
で
、
本
部
に
は
納
入

し
な
く
て
結
構
で
あ
る
。
ま

た
、
県
技
連
盟
の
判
断
に
よ
っ

て
毎
年
収
受
す
る
の
も
良
い

し
、
初
回
だ
け
収
受
す
る
と
い

う
対
応
の
仕
方
も
あ
る
と
思

う
。
本
連
盟
の
予
算
に
は
賛
助

会
員
会
費
は
計
上
し
て
い
な

い
。

●問　

昨
年
九
月
に
二
次
委
託
の

件
で
行
政
か
ら
通
知
が
出
て
い

る
が
、
色
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え

ら
れ
る
。
執
行
部
で
こ
の
部
分

は
二
次
委
託
可
能
だ
と
か
の
精

査
は
で
き
な
い
か
。

●答　

国
民
視
点
で
、
何
時
ど
こ

で
、
ど
う
い
う
材
料
で
誰
が
作

っ
て
い
る
の
か
を
要
求
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
て
答
え
ら
れ
る
よ

う
な
、
ま
さ
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
こ
の
活
動
は
出
発
し

て
い
る
。

　

歯
科
医
師
の
指
示
し
て
い
な

い
第
三
者
へ
の
補
綴
物
等
の
作

成
又
は
加
工
の
委
託
は
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
医
政
局
長
通
知

が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
ケ
ー
ス

は
い
い
よ
と
は
な
か
な
か
言
い

に
く
い
。
不
適
正
な
委
託
に
つ

い
て
正
そ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
出
発
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ

は
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●問　

統
一
国
家
試
験
が
実
施
さ

れ
た
先
に
、
日
技
は
何
か
施
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

●答　

実
技
試
験
を
別
途
担
保
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
別
途
担

保
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
技

能
力
を
高
め
る
教
育
時
間
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
教
育
年
限

の
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

●問　

会
員
が
減
少
し
て
い
る
。

組
織
拡
充
に
関
す
る
予
算
が
組

ま
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。

●答　

日
本
歯
科
技
工
士
会
と
も

関
連
し
て
お
り
、
日
技
本
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
予
備
費
を
準
用
で
き

る
と
思
う
の
で
、
皆
さ
ん
も
い

い
知
恵
を
出
し
て
欲
し
い
。

●問　

会
員
の
組
織
離
れ
が
重
要

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
業
界

会長
古橋博美（静岡）

総務（選挙対策）
廣　一馬（福井）

総務（渉外）
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東　　賢（北海道）
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副会長（財務）
国府田知生（東京）
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